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著

『
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
の
歴
史

　
　
－
奴
隷
制
廃
止
か
ら
植
民
地
帝
国
の
崩
壊
ま
で
一
…
」

宮
　
　
崎

章

　
歴
史
は
　
種
の
物
語
目
「
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
の
表

象
で
あ
る
と
同
時
に
現
在
の
構
築
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
『
フ
ラ
ン

ス
植
民
地
主
義
の
歴
史
』
も
そ
の
よ
う
な
歴
史
と
言
え
る
。

　
本
書
は
、
一
八
三
〇
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
侵
攻
か
ら
一
九
六
二
年
春
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
独
立
ま
で
の
第
工
期
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
帝
国
の
歴
史
を
詳
述
す
る

（
括
弧
内
の
数
字
は
頁
）
。
序
「
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
か
」
は
、
本
国

申
心
的
な
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
を
批
判
し
、
植
民
地
の
歴
史
一
「
語

ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
別
の
側
面
」
（
二
〇
）
1
に
目
を
向
け
て
「
等
身

大
の
フ
ラ
ン
ス
扁
（
一
八
）
の
姿
を
模
索
す
る
と
い
う
本
書
の
目
的
を
示
す
。

　
第
一
章
「
奴
隷
制
廃
止
と
「
文
明
化
」
」
は
、
一
八
四
八
年
の
第
二
共
和

政
政
府
に
よ
る
奴
隷
制
廃
止
を
「
文
明
化
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
つ
つ
考

察
す
る
。
廃
止
を
宣
書
し
た
ヴ
イ
ク
ト
ル
・
シ
ュ
ル
シ
ェ
ー
ル
ら
に
と
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
奴
隷
制
は
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
明
ら
か
な
躁
燗
」

（
五
〇
）
、
す
な
わ
ち
「
文
明
の
恥
」
（
四
九
）
で
あ
り
、
そ
の
廃
止
は
「
革

命
の
理
念
」
（
五
三
）
の
浄
化
、
す
な
わ
ち
文
明
の
純
化
腱
文
明
化
だ
っ
た
。

一
方
、
彼
ら
は
、
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
征
服
戦
争
の
大
義

名
分
と
し
て
現
地
の
奴
隷
制
の
廃
止
を
唱
え
た
。
こ
こ
に
「
奴
隷
制
廃
止
1
1

文
明
化
1
1
植
民
地
化
」
（
七
〇
）
の
図
式
が
成
立
し
、
植
民
地
拡
張
は
文
明

化
と
い
う
根
拠
を
得
た
。
そ
の
後
、
文
明
化
一
「
革
命
の
理
念
の
伝
播
」

（
五
三
）
1
は
、
第
三
共
和
政
政
府
に
よ
っ
て
「
植
民
地
支
配
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
（
五
二
）
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
文
明
化
に

は
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
へ
の
植
民
地
の
同
化
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
シ
ユ
ル
シ

ェ
ー
ル
も
徹
底
し
た
同
化
主
義
者
だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
醤
う
同
化
は
植

民
地
人
の
進
歩
を
意
味
し
、
彼
ら
が
同
じ
く
進
歩
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
等

に
な
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
実
体
の
な
い
「
空
洞
化
」

（
七
九
）
し
た
同
化
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　
第
二
章
「
カ
リ
ブ
海
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
へ
一
…
イ
ス
マ
イ
ル
・
ユ
ル
バ

ン
を
通
し
て
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
中
心
が
カ
リ
ブ
海
か
ら
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
に
移
る
七
月
王
政
～
第
二
帝
政
期
を
イ
ス
マ
イ
ル
・
ユ
ル
バ
ン
と
い
う

入
物
を
通
し
て
考
察
す
る
。
仏
領
ギ
ア
ナ
出
身
の
混
血
の
有
色
自
由
入
で
フ

ラ
ン
ス
で
教
育
を
受
け
た
ユ
ル
バ
ン
は
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
を
信
奉
し
、

エ
ジ
プ
ト
に
滞
在
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
。
当
時
、
混
血
は
黒
人
以

上
に
蔑
ま
れ
、
「
東
と
西
の
融
合
」
（
一
〇
〇
）
を
唱
え
る
サ
ン
・
シ
モ
ン
主

義
は
、
黒
人
ほ
非
西
洋
と
白
人
目
西
洋
の
血
を
引
く
彼
の
存
在
に
積
極
的
な

意
味
を
与
え
た
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
後
進
性
を
強
調
す
る
当
時
の

「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
傾
向
」
（
一
＝
二
）
の
中
、
彼
が
改
宗
し
て
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
名
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
父
の
姓
を
名
乗
っ
た
の
は
、
「
東
西
の

融
合
を
体
現
す
る
た
め
」
（
～
〇
九
）
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
、
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
侵
攻
軍
の
通
訳
を
務
め
る
こ
と
で
「
被
支
配
者
か
ら
支
配
者
の
側

に
」
（
一
二
一
）
移
り
、
本
国
政
府
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
関
連
の
部
署
で
の
勤

務
を
経
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
植
民
地
問
題
の
顧
問
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
、
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現
地
人
重
視
の
間
接
統
治
を
提
言
し
た
が
、
そ
れ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の

ア
ラ
ブ
王
国
構
想
と
同
様
「
フ
ラ
ン
ス
の
継
続
的
支
配
を
め
ざ
し
た
」
（
一

二
七
）
政
策
だ
っ
た
。
文
化
相
対
主
義
的
な
考
え
を
示
し
な
が
ら
彼
が
最
も

擁
護
し
た
の
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
文
明
」
（
…
三
五
）
だ
っ
た
。
植
民
地
出
身
の

彼
に
と
っ
て
「
フ
ラ
ン
ス
に
か
ら
め
取
ら
れ
る
こ
と
扁
（
　
三
六
）
1
1
同
化
は
、

「
社
会
的
上
昇
」
（
＝
二
七
）
薩
文
明
化
を
意
味
し
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
何
よ

り
も
フ
ラ
ン
ス
へ
の
同
化
を
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。

　
第
三
章
「
帝
国
・
王
春
の
時
代
」
は
、
植
民
地
帝
国
が
建
設
さ
れ
る
第
一
次

世
界
大
戦
ま
で
の
第
三
共
和
政
期
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
時
期
、
対
独
復
讐

の
手
段
を
め
ぐ
っ
て
、
海
外
領
土
の
拡
張
を
唱
え
る
共
和
派
と
国
内
産
業
の

振
興
を
主
張
す
る
保
守
派
が
対
立
し
た
。
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
ら
植
民
地

拡
張
論
者
が
論
拠
の
～
つ
に
挙
げ
た
の
は
、
「
野
蛮
で
劣
っ
た
民
族
を
教
化

す
る
」
（
＝
二
五
）
と
い
う
文
明
化
だ
っ
た
。
「
共
和
主
義
者
た
ち
の
語
彙
」

（一

ｵ
三
）
で
あ
る
文
明
化
は
、
奴
隷
制
廃
止
、
革
命
の
理
念
の
伝
播
、
そ

し
て
「
啓
蒙
」
（
～
七
〇
）
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
国
で
文
明
化
が

唱
え
ら
れ
る
一
方
で
、
植
民
地
で
は
協
同
政
策
1
1
間
接
統
治
が
行
わ
れ
、
同

化
主
義
が
政
策
と
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
文
明
化
は
「
植
民
地
主

義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
（
一
七
五
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
当
時
は
、
政

府
が
植
民
地
に
関
わ
る
諸
制
度
（
特
に
教
育
制
度
）
の
整
備
1
「
植
民
地

拡
張
の
「
制
度
化
」
」
（
　
六
一
）
一
を
進
め
、
植
民
地
党
と
呼
ば
れ
た
圧

力
団
体
が
海
外
進
出
を
声
高
に
主
張
し
た
。
植
民
地
を
舞
台
に
し
た
小
説
が

最
産
さ
れ
、
植
民
地
の
情
報
を
載
せ
た
大
衆
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
植
民
地
は
、
「
確
実
に
そ
の
存
在
を
共
和
国
の
中
に
刻
ん
で
い
っ
た
」
（
一

六
六
）
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
起
こ
っ
た
モ
ロ
ッ
コ
事
件
は
、
入
植
者

が
多
数
住
む
「
内
地
扁
（
一
八
四
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
延
長
と
見
な
さ
れ
た

モ
ロ
ッ
コ
を
め
ぐ
っ
て
共
和
・
保
守
両
派
が
ド
イ
ツ
と
対
峙
し
た
「
国
民
的

な
扁
（
二
〇
五
）
事
件
で
あ
り
、
門
当
時
の
帝
国
意
識
を
さ
ぐ
る
大
き
な
手
が

か
り
と
な
る
事
件
」
（
工
○
八
）
だ
っ
た
。

　
第
四
章
「
「
危
機
の
二
〇
年
」
の
諸
相
」
は
、
植
民
地
に
お
い
て
民
族
運

動
が
高
ま
る
戦
闘
期
－
危
機
の
一
一
〇
年
　
　
を
取
り
上
げ
る
。
第
～
次
世

界
大
戦
で
本
国
に
と
っ
て
の
植
民
地
の
有
用
性
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
戦

問
期
に
は
植
民
地
へ
の
支
持
が
党
派
を
超
え
て
広
が
り
、
植
民
地
支
配
に
つ

い
て
の
「
国
民
的
合
意
」
（
一
二
九
）
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
論
い
換

え
れ
ば
、
当
時
の
「
反
植
民
地
主
義
の
弱
さ
」
（
工
五
一
）
を
意
味
す
る
。

反
植
民
地
主
義
の
多
く
は
、
改
良
主
義
的
な
「
現
状
批
判
の
植
民
地
主
義
」

（一

齊
l
七
）
に
す
ぎ
ず
、
植
民
地
の
存
在
自
体
へ
の
批
判
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ

た
。
一
方
、
高
ま
る
民
族
運
動
に
対
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
帯
」
・
「
白
人

の
達
帯
」
（
二
～
五
）
が
唱
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
意
識
」

（一

黶c

ｪ
）
を
昂
揚
さ
せ
る
と
同
時
に
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
非
白
蜜
へ
の
差
別

感
情
を
深
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
中
、
被
支
配
者
へ
の
権
利
の
付
与
目
同
化

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
を
脅
か
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
文
明
化
は
、
た
だ

「
植
民
地
化
と
い
う
行
為
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
（
二
三
五
）
と

し
て
機
能
し
た
。
文
明
化
が
同
化
政
策
と
し
て
具
体
化
す
る
場
合
も
あ
っ
た

が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
市
民
権
を
認
め
た
ブ
ル
ム
ー
ー
ヴ
ィ

オ
レ
ッ
ト
法
案
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
「
現
地
住
民
の
権
利
要
求
に
押
さ
れ

る
形
で
」
（
ニ
読
響
）
民
族
運
動
を
懐
柔
す
る
た
め
に
や
む
な
く
譲
歩
し
た

結
果
　
　
「
望
ま
ざ
る
同
化
」
・
「
強
制
さ
れ
た
同
化
扁
（
同
）
　
　
だ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
公
的
な
文
明
化
と
は
別
に
民
間
レ
ベ
ル
で
唱
え
ら
れ
た
文
明
化

も
、
「
個
人
の
私
的
利
益
を
糊
塗
す
る
」
（
二
三
五
）
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
文
明
化
が
叫
ば
れ
な
が
ら
現
実
に
は
文
明
化
さ
れ
な
か
っ
た
植
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評轡

民
地
は
、
「
非
文
明
」
（
二
三
六
）
の
地
と
し
て
文
明
に
倦
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
人

の
憧
れ
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
終
章
「
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
問
う
」
は
、
植
民
地
帝
国
が
崩
壊

し
て
い
く
第
二
次
世
界
大
戦
期
お
よ
び
戦
後
を
考
察
す
る
。
大
戦
後
、
被
占

領
国
か
ら
世
界
の
大
国
へ
の
復
帰
を
図
る
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
植
民
地
は

威
信
回
復
の
最
大
の
手
段
で
あ
り
、
海
外
領
土
の
放
棄
は
論
外
だ
っ
た
。
ま

た
、
大
戦
中
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
の
抵
抗
運
動
の
基
盤
が
ア
フ
リ
カ
に
あ
っ
た
こ

と
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
を
支
持
す
る
植
民
地
」
（
二
九
〇
）
を
印
象
づ
け
た
。
ゆ

え
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
に
直
面
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
は
植
民
地
支
配
に
固
執

し
、
帝
国
意
識
は
最
も
昂
揚
し
た
。
も
は
や
文
明
化
が
唱
え
ら
れ
る
こ
ど
は

な
か
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
独
立
で
植
民
地
帝
国
は
崩
壊
し
た
が
、
そ
の

遺
産
を
フ
ラ
ン
ス
は
移
民
と
い
う
形
で
内
部
に
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
書
は
、
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
最
初
の
本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の

通
史
で
あ
り
、
近
年
に
お
け
る
国
内
外
の
諸
研
究
の
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ

独
自
の
見
解
を
提
示
し
た
刺
激
的
な
書
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、

歴
史
は
現
在
の
構
築
を
意
味
す
る
。
著
者
の
言
う
門
等
身
大
の
フ
ラ
ン
ス
」

は
、
郊
外
問
題
を
は
じ
め
植
民
地
を
め
ぐ
る
過
去
の
遺
産
に
直
面
す
る
今
日

の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
や
奴
隷
制
を
人
道
に
対
す
る
罪
と
認

め
つ
つ
、
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
は
口
を
閉
ざ
す
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

な
ぜ
植
民
地
主
義
の
歴
史
は
「
克
服
す
べ
き
過
去
漏
（
二
〇
）
と
し
て
問
わ

れ
な
い
の
か
l
I
本
書
は
、
こ
の
疑
問
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
を
提
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、
第
二
共
和
政
期
以
降
、
「
植
民
地
拡
張
を
正
当
化
す
る
「
文
明

化
」
の
核
に
は
革
命
の
理
念
が
据
え
ら
れ
て
い
た
」
（
三
〇
二
）
。
そ
の
た
め
、

「
革
命
の
理
念
と
植
民
地
主
義
が
、
実
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
意
識
に
お
い
て
矛

盾
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
三
〇
三
）
。
植
民
地
拡
張
は
、
文
明
化
（
け
革
命
の

理
念
の
伝
播
）
と
い
う
「
善
行
」
（
三
〇
六
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
植
民
地
主
義
に
「
免
罪
符
」
（
三
〇
四
）
を

与
え
、
そ
の
過
去
を
不
問
に
付
し
て
き
た
。

　
免
罪
符
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
植
民
地
主
義
を

罪
・
悪
と
捉
え
る
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、
「
歴
史
の
犠
牲
に
な
っ
た
数
知
れ
な

い
黒
入
奴
隷
や
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
差
別
を
受
け
て
き
た
人
び
と
」
に
、
「
想

い
を
馳
せ
な
が
ら
書
き
進
め
た
」
（
三
工
六
）
著
者
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
植
民
地
支
配
の
歴
史
は
克
服
す
べ
き
過
去
と
捉
え
ら

れ
、
植
民
地
主
義
に
免
罪
符
を
与
え
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
「
歴
史
意
識
」
（
一

五
）
が
問
題
と
さ
れ
る
。
「
（
革
命
の
）
理
念
ゆ
え
に
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義

が
善
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
は
、
も
ち
ろ
ん
な
ら
な
い
扁
（
三
〇
四
）
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
本
書
は
、
文
明
化
を
植
民
地
拡
張
を
正
当
化
す
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
な
す
。
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
は
、
擁
護
で
き
な
い
動
機
を
倫
理
的
な
言
葉
で
糊
塗
す
る
「
合
理

　
　
　
　
　
　
　
①

化
」
の
性
質
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
植
民
地
主
義
は
罪
・
悪
な
の
だ
か
ら
、
そ

れ
を
正
当
化
す
る
文
明
化
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
か
れ

る
。
こ
れ
は
、
今
B
の
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
の
活
動
を
「
途
上
国
援
助
と

い
う
美
名
」
（
三
二
〇
）
と
見
な
す
著
者
の
考
え
と
通
ず
る
。
ま
た
、
イ
ー

グ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
は
、
あ
る
場
所
・
時
代
固
態
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

値
を
人
類
全
体
の
価
値
に
見
せ
か
け
る
「
普
遍
化
」
の
性
質
が
あ
る
。
本
書

も
、
「
自
由
や
平
等
や
人
権
と
い
っ
た
思
想
が
理
念
と
し
て
「
普
遍
性
」
を

も
っ
て
い
た
」
（
三
〇
三
）
こ
と
を
指
摘
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
言
う
「
普
遍
的

な
理
念
」
を
相
対
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
三
〇
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
雷
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い
換
え
れ
ば
、
文
明
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
ら
か
に
し
植
民
地
主
義
を

罪
と
認
識
す
る
こ
と
が
、
「
過
去
の
克
服
」
（
三
二
四
）
に
つ
な
が
る
の
で
あ

る
。　
革
命
の
理
念
と
植
民
地
主
義
が
「
フ
ラ
ン
ス
入
の
意
識
に
お
い
て
矛
盾
し

て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
議
論
に
は
、
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
言
う

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
l
I
意
識
を
形
成
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
　
　
が
見

え
隠
れ
す
る
。
本
書
が
論
じ
る
植
民
地
拡
張
の
「
制
度
化
」
は
、
そ
の
よ
う

な
装
置
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
木
畑
洋
一
は
、
帝
国
意
識
の
「
溺
養

装
置
」
を
措
定
し
、
人
々
が
「
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
」
帝
国
支
配
を
支
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
た
可
能
性
一
「
潜
在
的
帝
国
意
識
」
一
を
指
摘
す
る
。
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
意
識
を
形
成
す
る
の
だ
か
ら
、
帝
国
意
識
は
、
自
覚
さ
れ
る
さ
れ
な

い
に
拘
わ
ら
ず
、
帝
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
射
程
内
に
い
る
あ
ら
ゆ
る
人

間
の
中
に
存
在
す
る
。
本
書
も
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
制
度
化
を
通
じ
て
植

民
地
が
「
そ
の
存
在
を
共
和
国
の
中
に
刻
ん
で
」
い
き
、
モ
ロ
ッ
コ
事
件

（
巨
「
国
民
的
な
」
事
件
）
の
頃
に
は
帝
国
意
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
梅
造
か
主
体
か
」
一
こ
の
場
合
、
意
識

を
形
成
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
形
成
す
る
意
識
か
…

を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
書
が
、
現
在
の
フ
ラ
ン

ス
人
に
主
体
性
を
付
与
し
、
歴
史
意
識
の
変
化
1
1
過
去
の
克
服
を
求
め
る
以

上
、
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
主
体
性
を
持
た
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し

彼
ら
の
意
識
の
申
で
革
命
の
理
念
と
植
民
地
主
義
が
矛
盾
し
な
か
っ
た
の
な

ら
ば
、
そ
の
理
由
を
制
度
化
以
外
に
見
出
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
両
者

が
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
矛
盾
す
る
か
ら
こ
そ

文
明
化
と
い
う
正
当
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
本
書
は
、
文
明
化
の
三
つ
の
意
味
（
奴
隷
制
廃
止
・
革
命
の
理
念
の
伝

播
・
啓
蒙
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
念
の
…
つ
で
あ
る
啓

蒙
が
、
自
由
・
平
等
・
入
権
と
い
っ
た
「
革
命
の
理
念
」
と
区
別
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
場
合
、
自
由
・
平
等
・
入
権
と
本
質
的
に
相
容
れ
な
い
植
民
地
主

義
は
、
革
命
の
理
念
と
矛
盾
す
る
。
文
明
化
の
声
明
と
し
て
有
名
な
一
八
八

五
年
の
議
会
演
説
の
中
で
、
フ
ェ
リ
ー
が
、
人
権
宣
些
酉
は
ア
フ
リ
カ
の
黒
人

の
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
明
識
し
た
の
も
頷
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、

革
命
の
理
念
で
も
っ
て
正
当
化
す
る
の
は
難
し
い
が
、
文
明
と
野
蛮
の
一
一
分

法
に
基
づ
い
た
啓
蒙
は
、
正
当
化
の
根
拠
と
な
り
う
る
。
フ
ェ
リ
ー
を
は
じ

め
多
く
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が
、
優
れ
た
民
族
に
は
劣
っ
た
民
族
を
教
化
す
る

義
務
が
あ
る
と
い
う
「
文
明
化
の
使
命
」
（
一
五
一
）
を
唱
え
た
の
は
そ
の

た
め
で
あ
る
。
文
明
化
は
「
人
種
差
別
主
義
を
前
提
と
す
る
」
（
三
二
五
）

と
い
う
著
者
の
見
解
も
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。
革
命
の
理
念
に
啓
蒙
が
含
ま

れ
な
い
の
は
、
本
書
の
「
共
和
主
義
史
観
」
（
一
四
一
）
批
判
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
歴
史
意
識
の
一
例
と
し
て
、
奴
隷
制
廃
止

を
左
翼
は
支
持
し
右
翼
は
反
対
し
た
と
い
う
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
の
雷
干
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
批
判
の
矛
先
は
、
文
明
化
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
「
占
有
扁
（
一
七
五
）
し
て
き
た
共
和
派
に
向
け
ら
れ
、
彼
ら
と
啓

蒙
を
共
有
し
た
王
党
派
・
教
会
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。

　
著
者
は
、
シ
ュ
ル
シ
ェ
ー
ル
の
よ
う
な
「
人
道
主
義
者
」
（
八
一
）
が
植

民
地
拡
張
を
支
持
し
た
の
は
「
ま
っ
た
く
理
に
か
な
っ
て
い
た
」
（
同
）
と

指
摘
す
る
。
彼
に
と
っ
て
、
植
民
地
拡
張
は
奴
隷
制
廃
止
と
い
う
「
善
」

（
同
）
で
あ
り
、
「
人
道
主
義
と
植
民
地
化
は
矛
盾
し
な
い
」
（
同
）
か
ら
、

彼
は
合
理
化
の
必
要
性
を
認
識
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
著
者

は
、
シ
ュ
ル
シ
ェ
ー
ル
の
「
限
界
」
（
七
九
）
1
1
「
人
種
主
義
」
（
五
七
）
を
認

め
つ
つ
も
彼
の
人
道
主
義
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
文
明
化
を
正
当
化
の
イ
デ
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評轡

月
半
ギ
ー
と
見
な
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
昨
今
の

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
は
そ
の
よ
う
な
「
限
界
」
、
つ
ま
り
人
道
主
義
の

偽
善
性
を
強
調
す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
述
べ

る
よ
う
に
、
「
帝
国
主
義
に
お
い
て
モ
ラ
ル
の
力
が
果
た
す
役
割
が
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
限
り
、
高
速
銃
や
余
剰
資
本
が
果
た
す
役
割
も
明
ら
か
に
な
ら

　
④
な
い
」
の
で
は
な
い
か
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国

史
に
お
い
て
文
明
化
の
使
命
に
相
当
す
る
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
シ
ッ
プ
を
、
＝

八
世
紀
後
半
以
来
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
」
「
人
道
主
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と
捉
え
て
い
る
。
西
川
長
夫
は
、
文
明
化
の
使
命
を

「
フ
ラ
ン
ス
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
呼
ぶ
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
の
議

論
を
さ
ら
に
進
め
、
文
明
化
の
使
命
は
、
国
家
の
制
度
・
装
置
を
通
じ
て
上

か
ら
形
成
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
「
虚
構
」
の
自
意
識
1
1
「
フ
ラ
ン
ス
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
で
あ
る
と
論
じ
魔
が
・
イ
デ
オ
。
ギ
ー
を
形
成
す
る
主

体
を
措
定
す
る
な
ら
ば
別
の
見
方
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
人
種
的
偏
見
に
囚

わ
れ
つ
つ
も
、
文
明
化
の
使
命
に
コ
ミ
ッ
ト
し
そ
れ
を
内
面
化
し
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
人
が
い
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も

門
フ
ラ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
扁
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、

啓
蒙
を
含
む
「
広
義
の
」
革
命
の
理
念
と
植
民
地
主
義
が
、
彼
ら
の
意
識
の

中
で
矛
盾
し
な
か
っ
た
と
も
書
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
書
は
、
過
去
の
克
服
を
妨
げ
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
「
植
民
地

の
入
び
と
が
フ
ラ
ン
ス
へ
の
「
同
化
砧
を
求
め
た
過
去
」
（
三
〇
七
）
を
指

摘
し
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
の
海
外
県
化
に
尽
力
し
た
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
や
、
フ

ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
を
提
唱
し
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
セ
ダ
ー
ル
・
サ
ン
ゴ
ー
ル
な

ど
の
例
を
挙
げ
る
。
同
化
を
求
め
る
被
支
配
者
の
存
在
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

中
に
、
「
植
民
地
主
義
を
総
体
と
し
て
是
で
あ
る
と
す
る
見
方
」
（
三
〇
九
）

を
生
む
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
被
支
配
者
の
意
識
を
、
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
が
創
り
出
す
他
者
翻
遅
れ
て
劣
っ
た
存
在
を
自
己
と
見
な
し
、

同
時
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
描
く
西
洋
像
を
理
想
と
し
そ
れ
と
同
化
し
よ

う
と
す
る
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
（
三
一
一
）
と
捉
え
る
。
こ
こ
に
は
、

自
ら
の
社
会
的
上
昇
の
た
め
に
「
フ
ラ
ン
ス
に
か
ら
め
取
ら
れ
」
た
ユ
ル
バ

ン
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
絡
め
取

ら
れ
た
被
支
配
者
の
姿
が
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
化
を
志
向
す
る
彼
ら

の
「
主
体
性
」
は
、
実
は
「
主
体
的
」
で
な
い
と
言
え
る
。
本
書
も
、
「
精

神
の
征
服
」
（
三
〇
九
）
政
策
が
支
配
を
受
け
入
れ
本
国
に
依
存
す
る
「
植

民
地
意
識
」
（
同
）
を
形
成
し
た
と
論
じ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
主
体
の

形
成
を
示
唆
す
る
。

　
し
か
し
同
時
に
、
著
者
は
、
同
化
政
策
を
「
強
い
ら
れ
た
同
化
扁
（
三
〇

八
）
と
見
な
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
同
化
主
義
は
「
神
話
」
（
同
）
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
国
に
同
化
を
「
強
い
る
」
被
支
配
者
を
た

ん
に
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
囚
わ
れ
た
存
在
と
解
釈
し
て
い
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
、
只
革
命
の
）
理
念
の
「
普
遍
性
」
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
侵
略
さ

れ
た
側
も
こ
の
理
念
に
容
易
に
共
鳴
し
得
た
」
（
三
〇
四
）
点
を
強
調
す
る
。

こ
こ
に
、
文
明
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
取
り
込
ま
れ
た
被
支
配
者
を
見
出
す
こ

と
も
可
能
だ
が
、
同
化
主
義
が
神
話
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
主
体
性
に
積

極
的
な
評
価
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ジ

ョ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
は
、
帝
国
主
義
を
利
用
す
る
「
巧
み
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ム
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
、
彼
ら
を
文
明
化
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
利
用
す
る
「
巧
み
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
革
命
の
理
念
に
は
、
啓
蒙
の
他
に
植
民
地
主
義
と
本
質
的
に
矛
盾
す
る

自
由
・
平
等
・
人
権
が
含
ま
れ
て
お
り
、
文
明
化
は
諸
刃
の
剣
と
な
り
う
る
。
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フ
ラ
ン
ス
留
学
で
「
自
由
と
平
等
を
学
ん
だ
」
（
二
五
工
）
こ
と
で
民
族
運

動
に
向
か
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
青
年
た
ち
の
例
i
「
フ
ラ
ン
ス
へ
の
道
は
、

反
フ
ラ
ン
ス
へ
の
道
」
（
二
五
三
）
1
は
、
被
支
配
者
が
支
配
者
の
醤
説

の
矛
盾
匡
文
明
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
う
え
で
、
彼
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
言
う
自
由
・
平
等
の
「
普
遍

性
」
を
根
拠
に
、
支
配
者
に
文
明
化
翻
非
植
民
地
化
を
強
い
た
の
で
は
な
い

か
。　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
書
が
引
用
す
る
「
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
と
フ
ラ

ン
ス
的
な
も
の
の
問
に
矛
盾
は
な
い
」
（
三
一
四
）
と
い
う
サ
ン
ゴ
ー
ル
の

言
葉
の
意
味
も
理
解
で
き
る
。
本
書
は
、
サ
ン
ゴ
ー
ル
や
セ
ゼ
ー
ル
の
「
親

里
的
な
傾
向
」
（
同
）
1
ー
オ
グ
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
理
由
に
、
彼
ら
が
提
唱

し
た
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
を
批
判
す
る
。
し
か
し
、
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
ー
1

同
化
志
向
を
否
定
す
る
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
を
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
も
っ

て
批
判
し
て
も
意
味
は
な
い
。
砂
野
幸
稔
は
、
「
反
逆
者
」
セ
ゼ
ー
ル
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
政
治
家
」
セ
ゼ
ー
ル
の
「
矛
盾
」
を
指
摘
す
る
が
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」

セ
ゼ
ー
ル
の
中
で
は
両
者
　
　
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
と
同
化
－
は
矛
盾
し
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
セ
ゼ
ー
ル
や
サ
ン
ゴ
ー
ル
に
と
っ
て
、

「
抵
抗
」
も
（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
琶
う
）
「
協
力
」
も
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義

に
対
す
る
正
当
な
反
応
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
本
書
の
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
批
判
に
は
理
由
が
あ
る
。
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
元
性
・
純
粋
姓
・
固
定
性
を
前
提
と
す
る
点
で
、

「
近
代
に
追
及
さ
れ
た
国
民
国
家
、
民
族
自
決
」
（
三
一
八
）
と
同
じ
で
あ

る
。
本
書
は
、
そ
こ
に
統
合
と
排
除
の
暴
力
の
可
能
性
を
見
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
染
入
や
ア
フ
リ
カ
を
称
揚
す
る
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
は
、

白
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
理
想
と
す
る
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
裏
返
し
に
す

ぎ
ず
、
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
的
な
考
え
方
で
は
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
克
服

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
「
被
支
配
者
扁
ユ
ル
バ
ン
が
体
現
し
よ

う
と
し
た
「
東
西
の
融
合
」
に
共
鳴
す
る
著
考
は
、
門
ク
レ
オ
ー
ル
的
思
考
」

（
三
一
七
）
に
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
越
え
る
一
つ
の
可
能
腔
」
（
同
）

を
見
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
複
数
性
」
・
「
雑
種
性
」
・
「
混
血
性
」

（一

黶
′
ﾜ
）
や
流
動
性
を
指
摘
す
る
近
年
の
ク
レ
オ
ー
ル
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ー
1
白
人
／
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
1
有
色
人
の
二
項
対
立
を
止
揚
し
う
る
。
し
か

も
、
民
族
や
文
化
の
混
合
・
墨
糸
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
行
す
る
一
一
一
世
紀
に
有
効
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
う
る
。
エ

ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
が
唱
え
る
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
（
ク
レ
オ
リ
ザ
シ

オ
ン
）
」
が
、
「
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
進
む
べ
き
方
向
」
（
三
一
八
）
な
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
ク
レ
オ
ー
ル
礼
賛
」
（
同
）
に
は
問
題
点
が
あ
る
。

本
書
は
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ダ
オ
メ
の
雷
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
政
治
を
捨
象
す

⑨る
」
ク
レ
オ
ー
ル
論
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著

者
は
、
海
外
県
の
経
済
的
従
属
や
海
外
県
人
に
対
す
る
社
会
的
差
別
を
指
摘

す
る
一
方
で
、
「
独
立
の
希
求
は
、
本
国
と
の
軋
礫
を
否
応
な
く
生
じ
さ
せ

る
。
（
誌
略
）
政
治
が
か
ら
む
こ
と
で
本
国
に
多
少
と
も
敵
対
的
た
ら
ざ
る

を
え
な
い
」
（
三
一
六
）
と
述
べ
て
、
海
外
県
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
距

離
を
置
く
。
こ
れ
を
国
民
国
家
・
民
族
自
決
批
判
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
む
し
ろ
、
ク
レ
オ
ー
ル
論
が
描
く
摩
擦
や
対
立
の
な
い
、
つ
ま
り
政

治
力
学
が
存
在
し
な
い
（
こ
の
場
合
、
本
国
目
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
匡
白
人
と
海
外

県
1
1
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
“
有
色
入
の
）
「
混
清
」
i
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
、
あ

る
い
は
ジ
ャ
ン
・
ベ
ル
ナ
ベ
／
バ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
モ
ワ
ゾ
／
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
コ
ン
フ
ィ
ア
ン
『
ク
レ
オ
ー
ル
礼
賛
』
が
提
唱
す
る
「
ク
レ
オ
ー
ル
性
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評ぎ氏
匡劃

（
ク
レ
オ
リ
テ
）
」
　
　
の
称
揚
と
考
え
る
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。
独
立
の
望

み
を
事
実
上
絶
た
れ
た
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
と
ギ
ア
ナ
か
ら
発
信
さ
れ
た
同
論
が
、

政
治
（
1
1
現
実
）
と
乖
離
し
た
観
念
的
な
次
元
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模

索
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
遠
藤
泰
生
が
言
う

よ
う
に
、
言
語
・
文
化
や
人
種
の
「
混
合
に
政
治
が
否
応
な
く
介
在
す
る
こ

⑬と
」
を
、
著
者
は
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

で
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
を
標
榜
し
て
国
民
統
合
を
進
め
る
ア
フ
リ
カ
系
住
民
と
、

多
元
主
義
を
掲
げ
て
そ
れ
に
抵
抗
す
る
イ
ン
ド
系
住
民
の
対
立
が
続
き
、
特

に
ア
フ
リ
カ
系
と
イ
ン
ド
系
の
混
血
女
性
が
、
「
ダ
グ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
ド
系
住
民
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
杉
高
司
の
指
摘
は
、
区
界
の

背
後
に
あ
る
政
治
力
学
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
本
書
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
化

を
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
あ
る
べ
き
姿
と
捉
え
る
が
、
著
者
自
身
も

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
貧
富
の
差
の
拡
大
や
移
民
労
働
者
の
増
加
に

言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
力
学
が
介
在
し
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
現
実

に
は
起
こ
り
得
な
い
。
「
想
像
界
で
の
可
能
性
」
（
遠
藤
）
の
域
を
出
な
い
ク

レ
オ
ー
ル
化
は
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
発
言
力
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
恒
川
邦
夫
に
よ
れ
ば
、
ク
レ
オ
ー
ル
と
い
う
言
葉
は
、
言
語
を
指
す
場
合

は
混
成
語
を
意
味
す
る
が
、
人
間
を
指
す
場
合
は
混
血
で
は
な
く
新
世
界
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

現
地
生
ま
れ
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
ク
レ

オ
ー
ル
に
は
本
来
混
芽
と
い
う
含
意
は
な
い
。
英
領
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
、
ア

フ
リ
カ
系
の
人
々
が
ク
レ
オ
ー
ル
目
植
民
地
生
ま
れ
と
し
て
独
立
運
動
の
担

い
手
と
な
っ
た
が
、
　
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
を
成
す
海
外
県
で
は
、
ク
レ

オ
ー
ル
目
土
着
に
よ
っ
て
自
己
を
積
極
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ

こ
で
『
ク
レ
オ
ー
ル
礼
賛
駈
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
語
の
性
質
雲
気
濡
を
人
間
に

も
与
え
、
「
ク
レ
オ
ー
ル
人
」
を
創
り
嵐
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
ク
レ

オ
ー
ル
人
は
、
カ
リ
ブ
海
の
み
な
ら
ず
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア

な
ど
で
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
混
溝
を
前
面
に
出
し
て
現
地
と
の
絆

を
不
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
ク
レ
オ
ー
ル
は
、
「
金
－
下
界
」
（
グ
リ
ッ
サ

ン
）
に
広
が
り
普
遍
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。

　
つ
ま
り
、
本
書
が
称
揚
す
る
ク
レ
オ
ー
ル
化
・
ク
レ
オ
ー
ル
性
は
、
本
書

が
批
判
す
る
文
明
化
と
同
じ
く
「
普
遍
化
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
書

え
る
。
著
者
は
、
文
明
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
ら
か
に
す
る
一
方
で
、

ク
レ
オ
ー
ル
化
・
ク
レ
オ
ー
ル
性
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
気
づ
い
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
過
去
の
克
服
も
重
要
で
あ
る
が
、
政
治
を
捨
象
し
て
し

ま
う
と
現
在
の
克
服
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

①
6
Φ
野
田
σ
q
延
。
p
寒
§
讐
》
、
↑
ミ
㌔
鼠
§
§
到
び
。
巳
。
⇒
9
圏
螺
磐
因
。
門
r

　
＜
ぐ
。
誘
P
一
〇
り
一
も
．
紐
．

②
寧
ミ
も
．
ま
■

③
木
畑
洋
一
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
と
帝
国
意
識
」
北
川
勝
彦
／
平
田
雅
博
編

　
閣
帝
国
意
識
の
解
剖
学
』
世
界
思
想
社
、
　
～
九
九
九
年
、
一
篇
＝
員
。

④
渕
§
潜
置
知
。
匪
屋
。
戸
．
爵
Φ
ζ
。
熱
U
羅
暑
§
Φ
艮
。
暁
〉
窪
。
雪
国
白
も
冨

　
お
6
撃
一
㊤
ミ
ド
＆
ミ
ミ
胸
駄
畑
愚
9
織
内
§
犠
O
§
§
§
毎
§
粋
》
撃
§
豆
G
。
＼
一
レ
㊤
刈
ρ

　
℃
．
。
。
9

⑤
》
巳
蚕
〈
℃
旦
g
．
ω
8
陣
一
。
。
び
峯
ω
。
・
δ
自
。
寒
国
a
。
魯
。
三
郷
蜜
器
§
馨
7

　
0
魯
9
蔓
H
薮
一
二
↓
冨
○
『
雪
α
q
ぎ
α
q
鳴
弾
8
0
｛
．
．
日
毎
ω
［
Φ
①
ω
露
℃
、
”
ド
き
ミ
一
①
＼
ω
w

　
一
り
○
○
O
Q
リ
ウ
G
Q
①
■

⑥
西
川
長
夫
「
フ
ラ
ン
ス
を
知
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
る
」
田
辺
保
編
噸
フ
ラ
ン

　
ス
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
八
年
、
こ
ご
一
日
掛
。

⑦
円
。
慧
臨
幻
。
甑
房
§
盆
山
｝
。
げ
p
O
聾
蕾
σ
q
奪
権
爵
①
評
叫
艮
一
。
p
。
｛
〉
隷
。
9

（597）ユ25



　
膨
男
頃
．
頃
ぎ
巴
①
ざ
巴
¢
§
馬
さ
起
G
犠
ミ
町
督
§
魯
ミ
撃
ミ
壁
舞
○
帥
ヨ
ー

　
げ
【
こ
α
q
ρ
〇
四
ヨ
訂
凱
α
Q
Φ
d
巳
く
Φ
同
ω
一
難
軍
Φ
し
。
ρ
一
㊤
①
卜
。
も
．
忠
O
．

⑧
砂
野
幸
稔
「
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
小
論
扁
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
、
砂
野
幸
稔
訳
『
帰

　
郷
ノ
ー
ト
・
植
立
地
主
義
論
隔
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
、
二
三
六
頁
。

⑨
　
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ダ
オ
メ
、
元
木
淳
子
訳
勤
ア
ン
テ
ィ
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
と
ク
レ
オ
ー
ル
性
」
複
数
文
化
研
究
会
編
欄
〈
複
数
文
化
〉
の
た
め
に
ー
ポ
ス

　
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
ク
レ
オ
ー
ル
性
の
現
在
』
入
文
書
院
、
一
九
九
八
年
、
～

　
七
〇
頁
。

　
⑩
遠
藤
泰
生
「
ク
レ
オ
ー
ル
の
か
た
ち
を
求
め
て
」
遠
藤
泰
生
／
木
村
秀
雄
編

　
　
　
『
ク
レ
オ
ー
ル
の
か
た
ち
ー
カ
リ
ブ
地
域
文
化
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

　
　
〇
〇
二
年
、
＝
一
頁
。

　
⑪
大
杉
高
司
糊
無
為
の
ク
レ
オ
ー
ル
臨
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
第
三
章
。

　
⑫
恒
川
邦
夫
「
ク
レ
オ
ー
ル
、
ク
レ
オ
リ
ザ
シ
オ
ン
、
ク
レ
オ
リ
テ
」
三
浦
信
孝

　
　
／
糟
谷
啓
介
編
噸
言
語
帝
国
主
義
と
は
何
か
歴
藤
原
省
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
～
六

　
　
七
頁
。

　
　
（
A
5
判
　
三
五
八
頁
　
二
〇
〇
二
年
～
月
　
人
文
書
院
　
二
八
○
○
円
＋
税
）

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）

（598）126




